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はじめに 

近年、地球温暖化が原因と考えられる大雨などの災害

増加を受け、温暖化の進行は季節による違いはないのか、

日本国内において最も温暖化が進行している季節はいつ

なのか、について興味を持ち、研究を行った。さらに、

同じ地域の天気予報の予想最高気温、予想最低気温にお

いて、沿岸部より内陸や平野の方がほぼ毎日高いことに

疑問を持ち、日中と夜間のどちらが温暖化が進行してい

るのかについても、合わせて解析を行った。 

 

研究等の方法 

 本研究の解析には、気象庁が運用しているアメダスの

気象データを採用した。2003 年から 2022 年までの過去

20 年の月平均気温のデータを集め、月毎の日中の気温と

夜間の気温の変化度（℃/10 年）と、季節毎の気温の変化

度（℃/10 年）をエクセルを用いて算出し、考察した。そ

の際、地理的特徴による影響を考察するために、平野、

高原、島、盆地、太平洋側、日本海側の６種の地理的特

徴を持つ日本国内 14 都市に注目した。 

 

結果・考察など 

（１）季節による温暖化傾向の違い 

表１、図１～４に示すように、14 か所全ての地点にお

いて、昼夜ともに最も温暖化が進行した季節は春であっ

た。先行研究において温暖化の進行が最も小さい季節は

夏だと言われているが、必ずしもそのようにはならなか

った。また、大都市と地方の温度上昇についてヒートア

イランド現象の影響を予想していたが、本研究において

明確な差は見られなかった。 

表１ 季節による温暖化傾向 

 

図 1 春季の温度上昇度(℃/10 年)(左：日中、右：夜間） 

図２ 夏季の温度上昇度(℃/10 年)(左：日中、右：夜間) 

図３ 秋季の温度上昇度(℃/10 年)(左：日中、右：夜間) 

図４ 冬季の温度上昇度(℃/10 年)(左：日中、右：夜間) 

 

（２）昼夜による温暖化傾向の違い 

表２によると、博多、境、新潟、東京、盛岡、野辺山、

久留米では、どの季節においても昼の方が温暖化は進行

しており、潮岬、那覇、陸別では、どの季節においても

夜間の方が温暖化が進行していた。また、日田、京都、

八丈島、帯広では季節によって違いが見られた。 

表２ 昼夜による温暖化傾向 

 

 

おわりに（まとめなど） 

温暖化が最も進む季節は、昼夜ともに春であった。ま

た、日中と夜間の温暖化の進行度については、明確な結

論を得ることはできなかった。しかしながら、温暖化は

夜間に進行しているという先行研究と違う結果が出たこ

とや、日本近海の海域平均海面水温の上昇率と本研究の

結果が矛盾しなかったことは興味深い。また今回は、日

本国内のみに着目したが、地球全体の大気において考察

が必要であると考えられる。今後の展望として、気温と

海面水温の関係、気温上昇に伴う大気中の水蒸気量の変

化や雲のできやすさ、ひいては降水量や降雪量と連動し

た気候変動について、さらに研究を進めていきたい。   
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